
会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長 石飛 太士）

第 87 号

平成28年７月15日

発　　行

7 月１日現在の会員数 　1,132 名

域
か
ら
最
先
端
モ
デ
ル
を
！
」
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
「
ど
ん
な
企
業

が
求
め
ら
れ
る
の
か
」
を
、
自
身
の
取
材
と
綿
密
な
調
査
に
基
づ
い

て
、
具
体
的
に
地
域
を
元
気
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
紹
介
説
明
を

行
い
、「
女
性
の
進
出
が
企
業
を
元
気
に
す
る
！
女
性
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
る
企
業
ほ
ど
業
績
が
良
い
」
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
。
そ
し

て
「
地
域
こ
そ
が
確
実
に
や
っ
て
く
る
未
来
の
課
題
に
応
え
ら
れ
る
」、

「
多
様
な
人
財
を
積
極
的
に
活
用
し
、
優
し

く
強
く
自
立
し
た
地
域
を
作
る
」、「
幸
せ

か
・
幸
せ
じ
ゃ
な
い
か　

志
を
高
く
！
」、

「
中
小
企
業
に
は
夢
が
あ
る
！
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
こ
そ
が
地
域
の
活
力
」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

今
回
、
講
演
会
に
参
加
頂
い
た
の
は

九
十
名
。
講
演
会
は
商
工
会
理
事
で
広
島

北
法
人
会 

高
陽
支
部
の
山
本
副
支
部
長
の

閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、 

会
員
交
流
会
は
商
工
会
理
事 

江
川
青
年
部
長
に
よ
る
司
会
と
、
商
工
会

理
事 

総
務
委
員
長
で
広
島
北
法
人
会 

高
陽

支
部 

大
前
支
部
長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
開
始
と
な
り
、
今
回
の
講
演
会
に
講
師
と

し
て
お
招
き
し
た
伊
藤
氏
に
も
参
加
頂
い
て
の
和

や
か
で
大
変
盛
り
上
が
っ
た
有
意
義
な
会
員
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
講
師
の
伊
藤
聡
子
氏
は
日
本
酒
が
お

好
き
で
、ま
た
「
利
き
酒
師
」
で
も
あ
る
こ
と
よ
り
、

総
務
務
委
員
会
で
「
酒
ど
こ
ろ
広
島
」
の
四
十
九

あ
る
酒
蔵
の
中
よ
り
七
銘
柄
の
純
米
吟
醸
酒
を
厳

選
し
、「
利
き
酒
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
伊
藤
氏
そ
し

て
会
員
の
皆
様
に
も
飲
み
比
べ
を
し
て
頂
き
、
参

加
者
か
ら
は
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

最
後
は
佐
藤
副
会
長
の
中
締
め
に
よ
り
、
会
員

交
流
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
八
年
六
月
十
二
日
（
日
）
午
後
五
時
よ
り
高
陽
町
商
工

会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
て
、
公
益
社
団
法
人
広
島
北
法
人
会
と
の

共
催
で
『
平
成
二
十
八
年
夏
季

講
演
会
＆
会
員
交
流
会
』
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

夏
季
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の

は
一
昨
年
に
続
い
て
三
回
目
で

あ
り
、「
高
陽
町
商
工
会
長
期

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
会
員

の
皆
様
に
対
し
て
最
新
の
政
治

経
済
情
報
を
提
供
す
る
機
会
と

し
て
、
ま
た
会
員
相
互
の
異
業

種
交
流
に
よ
る
相
互
利
用
を
促

進
し
た
い
と
企
画
致
し
ま
し

た
。今

回
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
で
事
業
創
造
大
学
院
大
学
客
員
教
授
を
務
め
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
『
ひ
る
お
び
』
の
水
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
伊
藤
聡
子
氏

を
お
招
き
し
、『
地
域
か
ら
日
本
を
変
え
る
！　

こ
れ

か
ら
の
企
業
の
あ
り
方
』
と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。大

下
会
長
の
夏
季
講
演
会
開
会
挨
拶
に
続
き
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
第
一
線
で
活

躍
中
の
伊
藤
氏
に
よ
る
最
新
の
経
営
情
報
を
含
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
の
丁
寧
で
大
変
わ
か
り
や

す
い
講
演
は
、
予
定
の
一
時
間
三
十
分
を
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
伊
藤
氏
は
『
民
間
の
活
力
で
た
く
ま
し
く
自
立
し

た
街
が
日
本
の
未
来
を
担
う
』
と
地
域
か
ら
の
変
革
を
求
め
、「
地

総
務
委
員
会
報
告
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催
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平
成
二
十
八
年
度 

第
56
回 

総
代
会 

開
催

第87号

平
成
二
十
八
年
度 

『
第
五
十
六
回
通
常
総
代
会
』
を
、
去
る
五
月
十
九
日
（
木
）
午
後
六

時
三
十
分
よ
り
高
陽
町
商
工
会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
て
、
日
本
政
策
金

融
公
庫 

広
島
支
店 
支
店
長 

岸
本
英
司
氏
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会 

専
務
理
事 

石
井
正
朗
氏
の
お

二
方
の
来
賓
を
賜
わ
り
開
催

致
し
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
宮
田
昌
明
理

事
を
議
長
に
選
任
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
七

年
度
事
業
報
告
・
同
収
支
決

算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財

産
目
録
の
報
告
と
承
認
を
得

て
、
平
成
二
十
八
年
度
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
下
会
長
よ
り
『
高
陽
町

商
工
会
』
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
の
長
期
行
動
計
画
と
し
て

「
商
工
会
運
営
理
念
」
及
び
中
期
目
標
で
あ
る
五
年
後
の
「
地
域

の
あ
る
べ
き
姿
」「
地
域
内
商
工
業
者
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
掲
げ

事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
来
た
事
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
平
成
二
十
六
年
六
月
の
小
規
模
基
本
法
の

改
正
に
基
づ
き
、
管
内
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、

行
う
べ
き
支
援
事
業
の
具
体
的
な
方
向
性
を
定
め
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
経

済
産
業
省
に
申
請
を
行
い
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
付
に
て
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認

定
を
受
け
事
業
を
開
始
し
た
と
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
は
、
常
に
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工
会
と
し
て
会
員
の
経
営
に

資
す
る
取
組
み
に
努
め
て
行
く
為
に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

昨
年
度
は
、
永
年
の
課
題
で
あ
っ
た
商
工
会
館
の
二
十
五
年
振
り
の
全
面
改

修
に
着
手
し
、
会
員
事
業
所
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
無
事
完
了
し
、
県
下
商

工
会
に
誇
れ
る
高
陽
町
商
工
会
館
に
蘇
え
っ
た
事
の
報
告
そ
し
て
、
基
準
組
織

率
確
保
の
た
め
、
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
役
員
・
総
代
・
会
員
・

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み
の
結
果
、
期
中
五
十
六
名
の
新
規
加
入
を
頂
い
た

こ
と
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
財
源
確
保
策
と
し
て
の
共
済
事
業
に
於
い
て
、
商
工
貯
蓄
共
済

三
百
六
口
（
達
成
率
153
％
）
の
新
規
加
入
を
頂
き
、
県
下
三
十
四
商
工
会
中
第

三
位
と
な
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
今
回
永
年
に
わ
た
り
理
事
と
し
て
高
陽
町
商
工
会
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
頂
い
た
功
績
を
称
え
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
よ
り
会
長
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
山
本
靖
則
理
事
に
対
し
、
石
井
専
務
理
事
よ
り
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
総
代
会
に
参
加
頂
い
た
総
代
数
は
七
十
九
名
。
総
代
会
終
了
後
、
懇

親
会
に
移
り
、
来
賓
及
び
六
名
の
議
員
を
迎
え
、
髙
地
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
開
宴
し
ま
し
た
。
江
川
卓
也
理
事
の
司
会
の
下
、
本
日
来
賓
と
し
て
出

席
頂
い
た
方
々
を
交
え
て
の
懇
親
会
は
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

佐
藤
副
会
長
の
中
締
め
に
よ
り
懇
親
会
が
閉
会
し
、
当
日
予
定
し
た
全
て
の
行

事
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
記
事
　
事
務
局
長
　
増
田 

隆
文



会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長 石飛 太士）

第87号

金　　　　額 金　　　　額

現　　　金 114,153 未払金 1,494,932

普通預金 10,489,066 仮受金 381,470

定期預金 3,754 預り金 249,300

未収金 181,094

立替金 5,000

消耗品 25,160

計 10,818,227 計 2,125,702

退職給与引当資産 4,127,050 退職給与引当金 4,127,050

会館保全引当資産 25,972,750 会館保全引当金 25,972,750

運営安定引当資産 26,900,010 運営安定引当金 26,900,010

伝統芸能継承引当資産 900,000 伝統芸能継承引当金 900,000

計 57,899,810 計 57,899,810

備　　　品 12,415,921 備品残高 12,415,921

車　　　両 1,975,190 車両残高 1,975,190

建　　　物 138,204,668 建物残高 138,204,668

土　　　地 85,732,545 土地残高 85,732,545

計 238,328,324 計 238,328,324

8,692,525

307,046,361 307,046,361

 （単位:万円）
〔収入〕 国補助金 104 〔支出〕 職員設置費 4,042

県補助金 3,904 指導事業費 1,271
市補助金 159 経営発達支援事業 104
会　　　費 1,488 振興事業費 783
賦　課　金 216 受託事業費 49
手数料等 2,992 管　理　費 3,615
引当金繰入 1,704 資産取得支出 10
雑収入 35 引　当　費 1,436
受託料収入 54 次期繰越 869
前期繰越 1,523
合　　　　計 12,179 合　　　　　計 12,179

固
定
資
産

残
高
勘
定

次　期　繰　越　収　支　差　額

合　　　　　　　　　計 合　　　　　　　　　計

平　成　２　７　年　度　決　算　項　目　別　金　額・比　率（グラフ）

貸　　　借　　　対　　　照　　　表
平成28年3月31日(単位:円）
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第
五
十
六
回
総
代
会
開
催
に
あ
た
っ
て
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平
素
は
高
陽
町
商
工
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
陽
町
商
工
会
は
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
長
期
行
動
計
画
と
し
て
「
商
工
会
運
営

理
念
」
及
び
中
期
目
標
で
あ
る
五
年
後
の
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
」「
地
域
内
商
工
業
者
の

あ
る
べ
き
姿
」
を
掲
げ
会
員
事
業
所
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
。　

今
年
度
は
そ
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
対
応
を
着
実
に
実
行
し
て
行
く
と
と
も
に
、
経
営
計

画
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
あ
る
い
は
、
持
続
的
な
経
営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
小
規
模
事

業
者
の
地
道
な
販
路
開
拓
の
取
組
み
を
支
援
す
る
『
持
続
化
補
助
金
申
請
の
支
援
強
化
』
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
平
成
二
十
六
年
六
月
の
小
規
模
基
本
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
管
内
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
行
う
べ
き
支
援
事
業
の
具
体
的
な
方

向
性
を
定
め
、『
経
営
発
達
支
援
計
画
』
を
策
定
し
、経
済
産
業
省
に
認
定
申
請
致
し
ま
し
た
。

昨
年
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
付
に
て
経
済
産
業
大
臣
よ
り
正
式
に
認
定
を
受
け
、
昨

年
度
は
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
高
陽
町
商
工
会
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
小
規
模
事
業
者
の
課
題

に
対
し
、「
事
業
者
実
態
調
査
」、「
経
営
計
画
策
定
・
実
行
支
援
」「
経
済
動
向
・
需
要
調
査
」、「
販

売
促
進
支
援
」
を
行
う
事
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
事
業
へ
の
取
組
み
を
本
格
化

さ
せ
、
事
業
者
に
寄
り
添
い
確
実
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
支
援
に
向
け
、
専
門

家
・
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
、
商
工
会
会
員
の
経
営
に
資
す
る
取
組
み
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

高
陽
町
商
工
会
は
、
常
に
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工
会
と
し
て
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

組  織  図 
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青
年
部
報
告
　
　
　 

青
年
部
部
長
　
江
川 

卓
也

第
四
十
七
回 

青
年
部
通
常
総
会

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日
、

第
四
十
七
回
青
年
部
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

収
支
決
算
、
平
成
二
十
八
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、
役

員
選
任
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

し
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
人
事
に
つ
い
て
は
江
川

部
長
、
下
石
副
部
長
、
矢
舗
副

部
長
が
再
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
回
退
任
の
平
岡
副
部
長
に
代

わ
り
新
副
部
長
に
は
小
原
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
青
年
部
で
は
昨
年
度
か
ら
、
地
域
振
興
事
業
と
し
て

『
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
の
制
作
に
向
け
た
取
り
組

み
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
小
中
高
の
学
生
、
そ
し

て
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
産
直
市
な
ど
で
地
域
の
皆

様
に
投
票
を
し
て
も
ら
い
、
高
陽
・
白
木
を
象
徴
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
今
年
九
月
末
を
目
途

に
『
着
ぐ
る
み
』
の
制
作
を
行
い
、
高
陽
町
・
白
木
町
で
行

わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
『
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
』
が
出
来
上
が
っ
て
来
る
か
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

記
事
　
青
年
部
　
藤
堂 

秀
治

　

青
年
部
研
修
旅
行

平
成
二
十
八
年
度
青
年
部
視
察
研
修
旅
行
と
し
て
、
五
月

十
四
日
、
十
五
日
の
二
日
の
日
程
で
東
京
方
面
へ
総
員
十
七

名
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

広
島
よ
り
空
路
東
京
に
到
着
後
、
最
初
に
築
地
市
場
に
入

り
、
各
自
分
散
し
て
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

築
地
市
場
は
、
も
の
凄
い
人
出
で
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
お

り
、寿
司
や
海
鮮
丼
を
美
味
し
く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
浅
草
寺
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
等
の
観
光
名
所
を
訪
れ

ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る
文
化
と
建
造
物
、
そ
し
て
最
新
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
粋
を
集
め
た
建
物
や
施
設
と
が
調
和
し
た
街

並
み
を
、
今
回
参
加
の
各
部
員
は
驚
嘆
の
声
を
あ
げ
な
が
ら

熱
心
に
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
や
電
車
の
乗
り
換
え
、
徒
歩
で
の
移
動
は
、

か
な
り
負
担
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
疲
れ
の
色
を
隠
せ
な
い
部

員
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
、
新
宿
で
美
味
し
い
鍋
料
理
と
お
酒
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
話
も
盛
り
上
が
り
、
部
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
宿
の
そ
っ

く
り
館
『
キ
サ
ラ
』
を
訪
れ
、
も
の
ま
ね
芸
人
の
プ
ロ
の
技

を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
芸
人
達
の
お
客
様
を
楽
し

ま
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
凄
く
伝
わ
っ
て
き
て
、
実
に
楽

し
く
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
最

初
に
国
会
議
事
堂

を
、
次
い
で
靖
国

神
社
、
秋
葉
原
の

各
所
を
巡
り
、
東

京
の
空
気
を
十
分

に
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
視
察

研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
は
多

く
、
東
京
の
あ
わ
た
だ
し
い
喧
騒
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
寂
し

く
感
じ
な
が
ら
、
羽
田
空
港
よ
り
広
島
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
旅
行
で
学
び
吸
収
し
た
も
の
を
糧
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
青
年
部
活
動
に
尽

力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。記

事
　
青
年
部
　
沖
野 

智
裕

青
年
部
主
張
発
表
大
会

五
月
二
十
日
、
青
年
部
主

張
発
表
大
会
安
佐
地
区
予
選

会
が
、
広
島
安
佐
商
工
会
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

江
川
部
長
が
出
場
さ
れ
、
今

年
は
私
が
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
と
は
、
主

に
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
得
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
を
十
分

間
に
ま
と
め
各
町
の
青
年
部
員
の
皆
さ
ん
の
前
で
発
表
す
る

も
の
で
、
初
め
て
の
事
で
自
分
に
で
き
る
か
心
配
で
し
た
。

原
稿
を
作
る
の
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
困
っ
て
い
る
と

原
稿
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
た
り
、
ま
た
発
表
前
に

な
る
と
青
年
部
定
例
会
の
中
で
、
練
習
す
る
時
間
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
り
と
部
員
み
ん
な
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
日
は
忙
し
い
中
、
部
員
の
仲
間
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
お
か
げ
で
思
い
切
っ
て
発
表
を
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
、
次
の
芸
北
地
区
予
選
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
回
の
事
で
、
改
め
て
青
年
部
の
強
い
絆
を
感
じ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
絆
の
強
い
高
陽
町
商
工
会
青
年

部
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事
　
青
年
部
副
部
長
　
小
原 

俊
之
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女
性
部
報
告
　
　
　
　
　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

平
成
二
十
八
年
度
女
性
部
通
常
総
会
開
催

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
（
部
員
一
〇
八
名
）

で
は
、
五
月
二
十
三
日
（
月
）、
高
陽
町
商
工
会

館
二
階
講
習
会
室
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年

度
第
四
十
七
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
部
員
六
十
七
名
（
本
人
出
席
四
十
三

名
、
委
任
状
出
席
二
十
四
名
）
の
出
席
の
も
と
、

提
案
さ
れ
た
二
つ
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
・

同
収
支
決
算
等
の
承
認
に
つ
い
て
、
第
二
号
議

案
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）・
同
収

支
予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
新
年
度
事
業
が
正
式

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、「
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
女

性
部
じ
ゃ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
再
度

掲
げ
、
女
性
部
の
事
業
へ
参
加
す
る
楽
し
さ
を

よ
り
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
研
修
会
の
開
催
や
参

加
を
通
し
、
自
己
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
会
場
に
は
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
手
芸
教

室
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
手
作
り
の
逸
品
が
展

示
さ
れ
、
そ
の
見
事
な
技
法
に
話
題
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
大
変
盛
り
上

が
り
、
い
つ
も
な
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
に
移
行
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
も
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

記
事
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

事
務
局
報
告 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

事
務
局
長
　
増
田 

隆
文

『
Ｂ
Ｕ
Ｙ 

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

掲
載
事
業
所
の
募
集

『
Ｂ
Ｕ
Ｙ 

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

２
０
１
７
』
の
発
行
に

向
け
準
備
を
開
始
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
一
年

一
月
か
ら
始
ま
っ
た
冊

子
の
発
行
も
初
回
版
の

発
行
後
今
年
度
ま
で
で

六
回
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

青
年
部
で
は
、
高
陽

町
商
工
会
員
で
あ
る
地

域
事
業
者
を
積
極
的
に

ご
利
用
い
た
だ
く
様
に
と
の
思
い
を
込
め
、
作
成

発
行
し
、
地
元
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
を
含
め
、

金
融
機
関
、
各
種
公
共
施
設
に
配
布
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
今
月
七
月
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

に
掲
載
申
込
書
を
同
封
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
お
申
込
み
下
さ
い
ま
す
様
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
事  

事
務
局
　
田
窪
　
　
尊

新
任
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
付
で
広
島
県
商
工
会
連
合
会

の
職
員
に
採
用
さ
れ
、
補
助
員
と

し
て
高
陽
町
商
工
会 

白
木
支
所
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
一
日
に
白
木
町
商
工
会
に
記
帳
指

導
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
十
一
年
間
勤
務
し
て
来
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
補

助
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
持
ち
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

白
木
支
所 

補
助
員
　
上
田 

良
子 

　

新
た
に
二
名
の
記
帳
指
導
職
員
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Information

新入会員紹介　（入会期間　２８年　３月２５日～２８年６月１９日）
ご入会ありがとうござ

います。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

事　業　所　名 代 表 者 地区名 業　　　種

濱﨑弘二 口 田 水道設備業

小川興業 小 川　  翔 地区外 土工　

西丸唯之 落 合 通信工事業

久都内　壽 深 川 不動産貸付業

三和サービス 新 宅 基 平 口 田 機器取付

赤尾タクシー 赤 尾 省 悟 落 合 個人タクシー

フジ産業㈱ 藤木   　誠 深 川 清掃業

金谷弘子 小河原 不動産貸付

本間電工 本間   　均 落 合 電気工事業

わたなべタクシー 渡 邉 忠 昭 地区外 個人タクシー

松田工業㈱ 御 洗 道 子 落 合 自動車部品製造業

㈱トラスティサポート 小 池 宏 典 口田東 福祉

㈲太法建設 太刀掛 佑 貴 口 田 建設業

カタヤマ急送 片 山 充 幸 深 川 軽運送業

中村工業 中 村 健 一 落 合 土木

土久岡三次郎 三 田 不動産賃貸業

田盛自動車鈑金 田 盛 英 雄 高 南 自動車鈑金塗装

花本鉄工 花 本 光 典 井 原  鉄工業

カービジネス
　コンサルティング 三 村 信 之 口田東 経営コンサルタント

中国新聞高南販売所 河 野 英 治 高 南 新聞販売業

杉田満義 倉 掛 建築塗装 

事　業　所　名 代 表 者 地区名 業　　　種

悠久の会 藤 村 久美子 深 川 津軽三味線教室

松山充宏 狩留家 建設業コンサルタント

ＦＵＮＮＥＬ 黒 田 和 則 深 川 自動車販売業

川合工務店 川 合 修 三 真 亀 外装工事

㈱和光家 岡 田 光 夫 地区外 うどん専門店

須賀孝夫 落合東 内装工事業

カメラのトードー 藤 堂  　剛 亀 崎 写真現像・焼付業

㈱玉蔵 田 中 宏 明 亀 崎 お好み焼き・鉄板料理

日章通機㈱ 山 中 雅 夫 口田東 電気通信工事業

古河和博 古 河 和 博 深 川 不動産賃貸業

オッペン化粧品　キラリ 吉原直穂美 落合東 化粧品販売、エステ

福原忠幸 亀 崎 運送業

Filer du Felicite　侘 河 野 和 広 落 合 花き小売業

クロスメディアジャパン 藤 安 一 史 地区外 ネット通販業

イーブンカフェ 今 畑 昭 治 狩留家 自動車販売、板金、塗装

佐伯昌英 志 屋 電気供給業

㈱ライフサービス 石原淳三郎 深 川 リネンサプライ業

田中工業 田 中 信 次 落合東 建設業

竹本靖子 小河原 不動産貸付

㈱灯　 若 山 篤 司 口田東 電気設備工事業

ひらのネーム 平 野 充 恵 口 田 刺しゅう業

一和工業 矢 野 一 美 落合東 鉄筋工

１．日本政策金融公庫一日公庫
　　平成 28 年  ７月 14 日（木）　10:00 ～ 16:00　　高陽町商工会 事務室
２．こうよう絆まつり
　　平成 28 年  ７月 23 日（土）　  9:30 ～ 17:30　　フジグランﾝ高陽 ふれあい広場
３．一日無料個別法律相談会
　　平成 28 年  ７月 26 日（火）　10:30 ～ 16:00　　高陽町商工会 事務室
４．青年部ＯＢ会総会
　　平成 28 年  ７月 28 日（木）　19:00 ～ 21:00　　高陽町商工会館 2 階ホール
５．産直市
　　平成 28 年 11 月  ３日（火）　10:00 ～ 15:30　　フジグラン高陽 ふれあい広場
６．会員親睦日帰り旅行
　　平成 28 年 11 月 13 日（日）　　「しまなみ海道」日帰りの旅

インフォメーションインフォメーション 今年度行事予定
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ご入会ありがとうござ
います。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

◆加入資格　　
　当商工会の地区内（旧高陽町 ･ 白木町）において、営業所、事務所、工場又は
   事業場を有する商工業者の方。
◆加入金及び年会費
　加入金　　10,000 円
　年会費　　個人事業者 11,000 円　　法人事業者 13,000 円
　　　　　   特別会員（種類により会費額が異なります。詳細は商工会へお問い合わせ下さい。）
　　　　　    ※ 尚、加入月により減免制度あり。
◆ご紹介方法
　お知り合いの方に入会についてお声掛頂き加入申込書にご記入の上、FAX 又は TEL にてご連絡
　お願いします。　
　（加入申込書は商工会事務局に準備しています。）
　商工会入会メリット、お役に立てる事業案内を準備していますのでご利用下さい。
　（必要時は商工会事務局へお申し付け下さい。）
　※ 入会については役員会承認後ご本人に承諾書を送付し加入金及び会費を納入された時点で正式
　　 加入となります。

高陽町商工会　事務局
♥本　　所　　安佐北区深川５丁目 21-21　　TEL:842-0186　　FAX：845-0939
♥白木支所　　安佐北区白木町秋山 2391-4　 TEL:828-0703　　FAX：828-1764

お知り合いの方を
　　　ご紹介ください !!

事 務 局 員 紹 介 

記帳指導員 
石 田 夫知永

補助員 
永 田 八千代

記帳指導員 
平 田 智 子

補助員（白木支所）
上 田 良 子

記帳指導員 
森 田 ヒトミ

記帳指導員 （白木支所）
沖　　美　香

事務局長
増 田 隆 文
狩留家地区担当

課長 経営指導員  
山 﨑 祐 輔
倉掛・亀崎
口田東地区担当

経営指導員  
田 窪      尊
落合・口田
上深川地区担当

経営指導員 
大 上 恵 子
真亀・落合東
深川地区担当

経営指導員 
熊 谷 典 行
白木・小河原
　　　地区担当
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